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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

「
上
毛
か
る
た
」は
、群
馬
県
の
読
み
札

―
―
絵
札
と
と
も
に
子
供
に
定
着

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS
ふるさと

第㉙回

▼
「
鶴
」
―
茨
木
の
り
子

鶴
が
／
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え

る
／
た
っ
た
数
日
間
だ
け
の

上
昇
気
流
を
捉
え
／
巻
き
あ

が
り
巻
き
あ
が
り
し
て
／
九

千
メ
ー
ト
ル
に
近
い
峨
峨
た

る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
を
／
越
え

る
／
カ
ウ
カ
ウ
と
鳴
き
か
わ

し
な
が
ら
／
ど
う
や
っ
て
リ

ー
ダ
ー
を
決
め
る
の
だ
ろ
う

／
ど
う
や
っ
て
見
事
な
隊
列

を
組
む
の
だ
ろ
う
／

涼
し
い
北
で
夏
の
繁
殖
を

終
え
／
育
っ
た
雛
も
ろ
と
も

／
越
冬
地
の
イ
ン
ド
へ
命
が

け
の
旅
／
映
像
が
捉
え
る
ま

で
／
誰
に
も
信
じ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
／
白
皚
皚
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
／
突
き
抜
け

る
よ
う
な
蒼
い
空
／
遠
目
に

も
け
ん
め
い
な
羽
ば
た
き
が

見
え
る
／

な
に
か
へ
の
合
図
で
も
あ

る
よ
う
な
／
純
白
の
ハ
ン
カ

チ
打
ち
振
る
よ
う
な
／
清
冽

な
羽
ば
た
き
／
羽
ば
た
い
て

／
羽
ば
た
い
て
／

わ
た
し
の
な
か
に
わ
ず
か

に
残
る
／
澄
ん
だ
も
の
が
／

は
げ
し
く
反
応
し
て　

さ
ざ

な
み
立
つ
／
今
も
／
目
を
つ

む
れ
ば
／
ま
な
か
い
を
飛
ぶ

／
ア
ネ
ハ
ヅ
ル
の
無
垢
な
い

の
ち
の
／
無
数
の
き
ら
め
き

い
た
ず
ら
鬼
の
押
出
し
／

『
さ
』
三
波
石
と
共
に
名
高

い
冬
桜
／
『
き
』
桐
生
は
日

本
の
機
ど
こ
ろ
／
『
ゆ
』
ゆ

か
り
は
古
し
貫
前
神
社
／

『
め
』
銘
仙
織
出
す
伊
勢
崎

市
／
『
み
』
水
上
、
谷
川
ス

キ
ー
と
登
山
／
『
し
』
し
の

ぶ
毛
の
国
二
子
塚
／
『
ひ
』

白
衣
観
音
慈
悲
の
御
手
／

『
も
』
紅
葉
に
映
え
る
妙
義

山
／
『
せ
』
仙
境
尾
瀬
沼
花

の
原
／
『
す
』
裾
野
は
長
し

赤
城
山

読
み
札
の
裏
に
は
、
そ
れ

に
由
来
す
る
解
説
が
あ
る
。

『
い
』
で
は
、「
古
く
１
０
０

０
余
年
前
万
葉
集
に
名
を
歌

わ
れ
た
伊
香
保
は
、
今
も
日

本
温
泉
の
王
座
を
占
め
て
い

る
。
…
」
な
ど
と
あ
る
。

『
ほ
』
で
は
、「
本
県
が
生
ん

だ
明
治
大
正
時
代
の
大
文
学

者
の
一
人
。
自
然
主
義
作
家

の
第
一
人
者
、
舘
林
に
生
れ

若
い
こ
ろ
上
京
し
て
辛
苦
を

な
め
つ
つ
独
学
力
行
し
、
従

軍
記
者
や
雑
誌
編
集
者
と
な

り
、
自
然
主
義
文
学
を
唱
え

て
文
学
界
に
貢
献
し
た
。
漢

詩
・
随
筆
短
歌
も
よ
く
し

た
。
没
年
昭
和
５
年
、
60

歳
。」
と
あ
り
、
詳
し
い
記

述
で
、
こ
れ
は
国
語
の
教
材

だ
。

▼
か
る
た
の
効
用

「
上
毛
か
る
た
」
は
、
群

馬
県
の
特
徴
を
、
子
供
の
時

か
ら
記
憶
に
残
し
、
ふ
る
さ

と
に
誇
り
や
愛
着
を
つ
く

る
。
群
馬
と
い
え
ば
、
空
っ

風
と
雷
。『
ら
』
で
は
、
義

理
人
情
も
歌
っ
て
い
る
。
特

徴
を
、
強
く
印
象
づ
け
る
こ

と
に
効
果
が
あ
る
。

こ
れ
に
倣
え
ば
、
商
品
Ｐ

Ｒ
や
モ
ッ
ト
ー
の
定
着
に
も

使
え
そ
う
だ
。
本
コ
ラ
ム
の

第
⑯
回
（
２
０
１
９
年
９
月

２
日
）
で
は
、「
土
木
偉
人

か
る
た
」
を
紹
介
し
た
。
３

Ｋ
と
し
て
若
者
に
敬
遠
さ
れ

る
「
土
木
」
業
界
に
、
子
供

の
時
か
ら
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
遊
び
な
が
ら

土
木
偉
人
や
事
例
を
記
憶
し

て
も
ら
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も

あ
っ
た
。

話
題
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も
17
の

ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る

の
で
、
か
る
た
に
す
る
と
普

及
が
進
む
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
く
、
前
々
号
で
書
い
た

「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
普
及
に
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
。

筆
者
が
年
頭
所
感
で
書
い

た
「
地
方
改
革
（
ふ
る
さ
と

快
活
）
で
地
方
復
権
」
に
も

一
役
を
為
す
だ
ろ
う
。

３
・
16
平
方
㌔
㍍
。
県
土
の

約
３
分
の
２
が
丘
陵
山
岳
地

帯
。
12
市
＝
前
橋
・
高
崎
・

桐
生
・
伊
勢
崎
・
太
田
・
沼

田
・
館
林
・
渋
川
・
藤
岡
・

富
岡
・
安
中
・
み
ど
り
、
７

郡
＝
北
群
馬
・
多
野
・
甘

楽
・
我
妻
・
利
根
・
佐
波
・

邑
楽
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

な
る
ほ
ど
、
子
ど
も
た
ち
に

は
、
い
い
社
会
の
勉
強
教
材

で
あ
る
。

▼
「
上
毛
か
る
た
」
の
由
来

「
上
毛
か
る
た
」
は
、
戦

後
の
昭
和
22
年
（
１
９
４
７

年
）
の
暮
れ
に
発
行
さ
れ
た

と
い
う
。
当
時
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

占
領
下
で
、
日
本
の
伝
統
文

化
や
日
本
の
自
慢
な
ど
は
、

御
法
度
の
時
代
で
あ
っ
た
。

が
、
群
馬
県
前
橋
市
出
身
の

教
育
者
・
浦
野
匡
彦
氏
（
１

９
１
０
生
～
１
９
８
６
没
）

の
貢
献
に
よ
り
、
日
本
民
族

の
誇
り
と
郷
土
愛
を
群
馬
県

の
児
童
の
心
に
呼
び
起
こ

し
、
品
格
あ
る
道
義
国
家
の

再
興
へ
の
道
を
作
ろ
う
と
し

た
機
運
が
、「
上
毛
か
る

た
」
の
製
作
意
図
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
気
を
使
い
な
が

ら
も
、
群
馬
の
歴
史
、
文
化

を
、
地
理
や
人
物
に
絡
め

て
、
日
の
丸
「
日
本
」
を
子

ど
も
た
ち
向
け
と
し
て
文
句

に
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

読
み
札
の
「
い
ろ
は
…
」

の
文
字
は
、
赤
い
日
の
丸

に
、
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。

▼
「
上
毛
か
る
た
」
の
文
句

子

供

向

け

で

あ

り
、

「
を
、
ゑ
、
ゐ
、
ん
」
を
除

い
た
44
文
字
が
、
か
る
た
の

読
み
札
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
文
句
を
以
下
に
掲
げ
よ

う
。『

い
』
伊
香
保
温
泉

日
本

の
名
湯
／
『
ろ
』
老
農

船

津
傳
次
平
／
『
は
』
花
山
公

園
つ
つ
じ
の
名
所
／
『
に
』

日
本
で
最
初
の
富
岡
製
糸
／

『
ほ
』
誇
る
文
豪
田
山
花
袋

／
『
へ
』
平
和
の
使
徒
新
島

襄
／
『
と
』
利
根
は
坂
東
一

の
川
／
『
ち
』
力
あ
わ
せ
る

二
百
万
／
『
り
』
理
想
の
電

化
に
電
源
群
馬
／
『
ぬ
』
沼

田
城
下
の
塩
原
太
助
／

『
る
』
ル
ー
プ
で
名
高
い
清

水
ト
ン
ネ
ル
／
『
わ
』
和
算

の
大
家
関
孝
和
／
『
か
』
関

東
と
信
越
つ
な
ぐ
高
崎
市
／

『
よ
』
世
の
ち
り
洗
う
四
万

温
泉
／
『
た
』
滝
は
吹
割
片

品
渓
谷
／
『
れ
』
歴
史
に
名

高
い
新
田
義
貞
／
『
そ
』
そ

ろ
い
の
仕
度
で
八
木
節
音
頭

／
『
つ
』
つ
る
舞
う
形
の
群

馬
県
／
『
ね
』
ね
ぎ
と
こ
ん

に
ゃ
く
下
仁
田
名
産
／

『
な
』
中
仙
道
し
の
ぶ
安
中

杉
並
木
／
『
ら
』
雷
と
空
風

義
理
人
情
／
『
む
』
昔
を
語

る
多
胡
の
古
碑
／
『
う
』
碓

氷
峠
の
関
所
跡
／
『
の
』
登

る
榛
名
の
キ
ャ
ン
プ
村
／

『
お
』
太
田
金
山
子
育
呑
龍

／
『
く
』
草
津
よ
い
と
こ
薬

の
温
泉
／
『
や
』
耶
馬
渓
し

の
ぐ
吾
妻
峡
／
『
ま
』
繭
と

生
糸
は
日
本
一
／
『
け
』
県

都
前
橋
生
糸
の
市
／
『
ふ
』

分
福
茶
釜
の
茂
林
寺
／

『
こ
』
心
の
燈
台
内
村
鑑
三

／
『
え
』
縁
起
だ
る
ま
の
少

林
山
／
『
て
』
天
下
の
義
人

茂
左
衛
門
／
『
あ
』
浅
間
の

こ
の
詩
は
、
茨
木
の
り
子

の
「
鶴
」
で
、『
倚
り
か
か

ら
ず
』
か
ら
引
用
し
た
。
鶴

が
群
れ
を
な
し
、
目
的
地

（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

に
向
か
い
飛
ぶ
、
鶴
た
ち
の

姿
を
詠
っ
て
い
る
。

▼
群
馬
県
は

「
鶴
」
の
カ
タ
チ

本
号
で
取
り
上
げ
る
「
上

毛
か
る
た
」
の
い
ろ
は
の
、

『
つ
』
の
読
み
札
に
は
、「
つ

る
舞
う
形
の
群
馬

県
」
が
あ
る
。
そ
の

絵
札
に
は
、
彩
色
画

が
描
か
ら
れ
て
い

る
。
群
馬
県
の
形
状

を
鶴
に
例
え
た
古
来

の
表
現
を
子
供
た
ち

に
伝
え
て
い
る
。

い
ま
、
Ｊ
Ｒ
の
電

車
に
乗
る
と
「
群
馬

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
群
馬
Ｄ
Ｃ
）」
を
し

て
お
り
、
群
馬
県
の

観
光
Ｐ
Ｒ
が
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
Ｐ
Ｒ

で
、「

上

毛

か

る

た
」
は
挙
げ
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、『
つ
』
の
読
み

札
の
裏
に
は
、
群
馬

県
の
県
勢
が
書
か
れ

て
い
る
。「
東
経
１

３
９
度
03
分
39
秒
、

北
緯
36
度
23
分
28

秒
。
面
積
６
３
６

上毛かるたの箱と札『い』と『ら』（左）とその拡大（右）

☆各イベントの開催について☆
現在、新型コロナウィルスへの
対応の影響で、各種イベントの
中止・延期が相次いでいます。
開催の可否については事前に直

接ご確認ください。

◆自治体総合フェア2020 （第24回）Local Go
vernment Fair 2020（LGF2020）
会期：2020年5月20日（水）～ 22日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：サンシ
ャインシティ 展示ホールA ／コンファレ
ンスルーム（東京都豊島区東池袋3-1-1）▷
入場料：無料（原則は招待券持参者・事前
登録者、当日登録者も可）▷主催：一般社
団法人日本経営協会/問合せ先：https://
noma-lgf.jp/2020/

◆JECA FAIR 2020 ～第68回電設工業展～
会期：2020年5月27日（水）～ 29日（金）▷開
催時間：＜27日＞10：30 ～ 17：00 ／＜28
日＞10：00 ～ 17：00 ／＜29日＞10：00 ～
16：30▷会場：インテックス大阪3・4・5
号館（大阪府大阪市住之江区南港北1丁目5-

102）▷主催：一般社団法人日本電設工業協
会/問合せ先：JECA FAIR 事務局03-5413-
2163

◆九州アグロ・イノベーション2020（構成展
示会：九州 農業資材展／九州 スマートア
グリ技術展／九州 農産物加工・流通技術
展／九州 畜産資材展／九州 鳥獣対策・ジ
ビエ利活用展）
会期：2020年6月17日（水）・18日（木）▷開
催時間：9：30 ～ 16：30▷会場：マリンメ
ッセ福岡（福岡県福岡市博多区沖浜町7-1）
▷入場料：1,000円（招待状・事前登録証持
参者は無料）▷主催：一般社団法人日本能
率協会/問合せ先：事務局03-3434-1988（日
本能率協会 産業振興センター内）

◆第15回再生可能エネルギー世界展示会＆
フォーラムRENEWABLE ENERGY 2020
会期：2020年7月8日（水）～ 10日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：パシフ
ィコ横浜（神奈川県横浜市西区みなとみら
い1丁目1）▷入場料：無料（登録入場制）▷
主催：特定非営利活動法人再生可能エネル
ギー協議会/問合せ先：事務局03-5297-
8855（シー・エヌ・ティ内）

◆下水道展’20大阪
会期：2020年8月18日（火）～ 21日（金）▷開
催時間：10：00 ～ 17：00（初日開館10：30
／最終日閉館16：00）▷会場：インテック
ス大阪 1 ～ 5号館、センタービル他（大阪

市住之江区南港北1-5-102）▷主催：公益社
団法人日本下水道協会/問合せ先：事務局
03-6808-9380

●発電事業者向けDIYオンサイト研修
①会期：2020年4月24日（金）▷開催時間：
10：00 ～ 17：00▷会場：関東研修センタ
ー（埼玉県北足立郡伊奈町）
②会期：2020年6月26日（金）▷開催時間：
10：00 ～ 17：00▷会場：関西研修センタ
ー（滋賀県大津市雄琴）
③会期：2020年8月28日（金）▷開催時間：
10：00 ～ 17：00▷会場：東北研修センタ
ー（宮城県遠田郡）
▷対象：発電所オーナー▷参加費：30,000
円(税別) ／ 1名 ＊昼食代込み、交通費・
宿泊費は含まず▷主催：一般社団法人新エ
ネ ル ギ ー O&M協 議 会/詳 細・ 申 込 み：
http://c.bme.jp/18/2528/268/1652

●第27回燃料電池シンポジウム
会期：2020年5月21日（木）・22日（金）9時～ 
＊ 交 流 会：21日18：30頃 よ り（一 律1名
8,500円）▷会場：タワーホール船堀2階・1
階（東京都江戸川区船堀 4-1-1）▷参加費：
会員・非会員・学生や早期割引など各種設
定あり要確認▷主催：一般社団法人燃料電
池開発情報センター（FCDIC）/問合せ先：シ
ンポ事務局03-6206-0231

●第11回防災・減災セミナー 2020

会 期：2020年5月22日（金 ）▷ 開 催 時 間：
10：00 ～ 17：30（9：30開場）▷会場：大田
区産業プラザPiO（東京都大田区南蒲田1丁
目20-20）▷参加費：無料▷主催：防災ログ
実行委員会/問合せ先：防災ログ運営事務
局050-5357-2772

●Energy Storage Summit Japan2020
（ESSJ2020）
会期：＜エグゼクティブ・デイ（招待者の
み）＞2020年6月23日（火）・＜会議・公開セ
ミナー＞24日（水）▷開催時間（24日）：10：
00 ～ 17：30 ネットワーキング・レセプシ
ョン17：40 ～ 19：00▷会場：イイノホー
ル＆カンファレンスセンター Room A（東京
都千代田区内幸町2-1-1）▷入場料：①一日
券（ランチ・レセプション含む）＝3万3,000
円／②一日券早期割引（2020年3月31日まで
の申込みに適用）＝2万6,400円／③-1半日
券（ランチ含まれず）・午前＝1万7,600円／
③-2半日券（ランチ含まれず）・午後＝1万
7,600円 ＊いずれも税込み▷主催：メッ
セ・デュッセルドルフ・ジャパン/問合せ
先：メッセ・デュッセルドルフ・ジャパン
ESSJデスク03-5210-9951

新エネルギー関連
イベントカレンダー（4月～ 7月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


